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市民会舘の完成も

もうすぐー・…

私たち市民が、待ちに待った市

民会舘が.大村市の中心部に雄大

な姿を見せはじめています。

乙の市民会舘は、大村市が軍都

から産業都市、文化都市へと移り

変るときからの夢でした。この夢

が、大村市制25周年を迎える今年

春、現実として私たち市民の自の

前に表はれるのです。

大村市民の文化の殿堂、教養の

ひろば、市民の集いの場として十

分な市民会舘の完成は もうす ぐで

す。
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明る 政治はレミ衆議院総選挙の

投票日は29日です り

匝忠一

い選挙かし正

口立会演説会日程

午後 2時竹松果天神社会舘

午後 7時 大村市中央公民館

午後 2時竹松美天神社会舘

午後 子時 大村市中央公民館

ムl月18日

ム1月18日

ム1月25日

ム1月25日

昨年の12月27日に解散した衆議院の総選挙が、

1月8日の公示で 1月29日に行なはれます。

また、総選挙と同時に最高裁判所裁判官の国民審

査が行なわれますので、投票日 には l人で 2つの

投票をすることになり ます。

なお、こ の選挙における不在者投票の取扱いなど

は次のとおりもとなっています。

投票所へのお出かけはふだん着や野良着の ままで

結構ですから、棄権することなく 正 しい投票をい

たしましょう。

一一
. 不

在
者
投
票
は
次
の
事
由

に
よ
り
、
投
票
日

の
当
日
投

票
所
に
行
っ

て
投
票
で
き
な

い
選
挙
人
の
た
め
に
、
あ
ら

か
じ
め
投
票
さ
せ
よ
う
と
す

る
制
度
℃
す
J

不
在
者
投
票
を
行
な
う
と
き

は
、
投
票
の
公
正
を
期
す
る

一
た
め
、
一

定
様
式
の
証
明
書

の
提
出
な
ど
必
要
最
少
限
度

の
手
続
が

い
り
ま
す
が
、
そ

、
れ
ほ

ζ

ど
め
ん
ど
う
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
設
け
ら
れ
た
制
度

で
す
か
ら
十
分
活
用
し
ま
し

ょ、フ。不
在
者
投
票
の
で
き

る
事
由

①
市
外
に
お
い

て
職
務
ま
た

は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る

、と

キ
c
。

②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た

は
事
故
に

よ
り
市
外
に
旅

行
中
ま
た
は
滞
在
中
の
と

き
。

③
病
気
、
負
傷
、
抗
娠
、
不

具
あ
る
い

は
産
祷
に
あ
る

た
め
、
歩
行
が
い
ち
ぢ
る

し
く
困
難
で
あ
る
と
き
。

(
在
宅
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
)

④
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
市
町
村
か
ら
他
の
市
町

村
に
転
出
し
て
い
る
と
き

こ
れ
に

は
大
村
市
か
ら
市

外
へ
転
出
す
る
場
合
と
、

他
の
市
町
村
か
ら
大
村
市

へ
転
入
し
て

い
る
場
合
の

一
一
つ
が

あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き

る
期
間

ム
衆
議
院
議
院
総
選
挙

一
月
八
日
か
ら
一
月
二
十

八
日
ま
で

ム
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査

一
月
十
九
日
か
ら
一
月
二

市
外
か
ら
の
転
入
者
は
選
管
へ

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ

り
選
挙
人
名
簿
の
制
度
が
永

久
選
挙
人
名
簿
に
切
り
か
え

ら
れ
ま
し
た
の

で
今
ま
で
選

挙
の
と
き
作
っ
て
い
ま
し
た

補
充
選
挙
人
名
簿
の
制
度
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

従
っ

て
、
こ
ん
ど

の
選
挙
で

は、

昨
年
六
月
二
十
日
現
在

で
調
製
し
た
選
挙
人
名
簿
と

十
月
十
日
現
在
で
追
加
登
録

の
た
め
調
製
し
た
選
挙
人
名

簿
の
み
が
使
用
さ
れ
、
こ
れ

J 
4〆/

ら
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
に
は
、
一
月
十

三
日
ご

ろ
投
票
所
入
場
券
を

発
送
い
た
し
ま
す
。

一
永
久
選
挙
人
名
簿
と
は

今
後
の
永
久
選
挙
人
名
簿
は

毎
年
三
月
と
九
月
に
追
加
の

た
め
の
登
録
を
行
な
い
、
い

っ
た
ん
登
録
さ
れ
る
と
資
格

が
欠
け
な
い
か
ぎ
り
永
久
に

名
簿
か
ら
削
除
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

十
八
日
ま
で

い
づ

れ
も
土、

日
曜
や
祭

日
を
含
み
ま
す
。

投
票
用
紙
等
の
請
求

及
び
投
票
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で

不
在
者
投
票
の
請
求

及
び
投
票
場
所

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
、
(市
役
所
内
〕

名
簿
登
録
申
出
の
受
付
は
、

市
民
課
、
各
出
張
所
及
び
選

管
で
常
時
行
な

っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
新
規
転
入
者
や
満

二
十
才
に
達
し
た
場
合
は
必

ら
ず
登
録
申
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
こ
ん
ど
の
選
挙
で
は

市
外
か
ら
の
転
入
者
で
、
大

村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
お
ら
な
い
人
は
、
前

住
地
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て

い
る
限
り、

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、

選
管

へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ミ
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お
し
ら
せ

口
口
日

消
防
職
員
を
募
集

口
口
口

市
の
消
防
吏
員
(
消
防
士
)

の
公
募
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。

マ
受
験
資
格

①
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
も
の
。

②
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
二
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

③
市
内
に
居
住
す
る
も
の
又

は
採
用
後
居
住

L
う
る
も
の

④
身
体
強
健
で
運
動
の
機
能

な
ど
に
障
害
が
な
く
、
次
の

コ
ー

ナ

l

基
準
を
満
た
す
も
の

f
 

E
i宅

身
長
H

百
五
十
八
セ
ン
チ

以
上

，胸
囲
H
身
長
の
二

分
の
一
以
上
体
重
日
五

十

キ

ロ

以

上

視

力
H

両

眼
と
も
視
力
、
矯
正
視
力

。
、
八
以
上
で
弁
色
力
の

完
全
な
も
の
。
聴
力
l
二

メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
低
音

を
聴
取
で
き
る
も
の
。

マ
試
験
の
方
法
と
内
容

一
次
試
験

1

筆
記
試
験

(
国
語
、
数
学
、
理
科
、
社

会
、
時
事
問
題
)
体
力
検
査

二
次
試
験

1

面
接
試
験

身
体
検
査
、
身
上
調
査

マ
試
験
の
日
時
と
場
所

ツ27ン反応検査と

BCGの接種
ツベノレクリン反応、とは結核菌が体

内に侵入しているかいなし、かを検

査するもので、 i結核健康診断の一

つの方法です。ツベルクリン反応

の結果陰性であれば人工的に結核

の免疫を作るためBCGの接種を

しなければなりません。該当者は

必ず受けるようにいたしましょう

じ>該当者生後 6カ月より 6才

未満の幼児じ>料金無料

一
次
試
験

4

二
月
五
日

午
前
八
時
三
十
分

大
村
市
消
防
本
部

マ
願
書
受
付

一
月
十
三
日
か
ら
一
月
三

十
一
日
ま
で
、
消
防
本
部
で

受
付
け
ま
す
。
用
紙
は
消
防

本
部
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
を

希
望
さ
れ
る
方
は
十
五
円
切

手
を
は
っ
た
宛
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

口
口
口

県
立
諌
早
養
護
学
校

児
童
を
募
集

口
口
口

マ
入
学
条
件
と
資
格

①
学
令
に
あ
る
人
、
及
び
昭

和
四
十
二
年
四
月
一
日
学
令

所 |ツ反 |ツ反検査
| 実施日|と BCG

中央公民舘 1月16日 1月18日

鈴田出張所 11 1/ 

市役所 1月17日 1月19日

三浦診療所 1/ 11 

市 立 病院 1月23日 1月25日

松原出張所 11 11 

|竹松本町公民館 1月24日 1月26日

福重出張所 11 1/ 

諏訪公民舘 1月30日 2月1日

萱瀬出張所 /1 1/ 

時間は13時30分より 15時30分まで。

士易

1 
¥ 

に
達
す
る
人
。

②
身
体
が
不
自
由
(
固
定
し

て
い
る
人
)
で
、
集
団
生
活

に
堪
え
、
教
育
成
果
が
あ
が

る
見
込
の
あ
る
人
。

マ

募

集

人

員

小

学

部
1
二

十
六
名
、
中
学
部
H
十
四
名

マ
出
願
手
続
一
月
三
十
一

日
ま
で
に
諌
早
市
真
崎
町
県

立
諌
早
養
護
学
校
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
入
学
願
書
用

紙
は
、
返
信
用
切
手
同
封
の

上
直
接
学
校
へ
出
し
て
下
さ

口
口
口

償
却
資
産
の

申
告
を
早
く

口
口

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は

一
月
二
十
日
で
す
。

事
業
お
よ
び
、
営
業
用
の
構

築
物
、
機
械
、
船
舶
、
航
空

機
、
車
両
、
工
具
、
備
品
な

ど
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
法
人

お
よ
び
個
人
の
方
で
、
ま
だ

昭
和
四
十
二
年
度
分
の
申
告

を
し
て
お
ら
れ
な
い
方
は
早

く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
先
は
市
の
課
税
課
で
す
。

申
告
書
用
紙
は
課
税
課
ま
た

は
各
地
区
の
出
張
所
に
準
備

政治のカギ

私たちは一票によって政治の力ギを

言'

代表者に渡すのです

し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
申

告
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
、
課
税
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

自
衛
官
の
募
集

今
年
度
最
後
の
白
衛
官
の

募
集
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

マ
受
験
資
格

入
隊
す
る
月
の
一
日
現
在

十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満

の
日
本
国
籍
の
男
子
。

マ
志
願
の
手
続

大
村
市
役
所
総
務
課
か
大

村
部
隊
で
い
つ
で
も
受
付
け

ま
す
。

マ
試
験

学
科
試
験
、
口
述
試
験
、

身
体
検
査
で
、
一
日
で
終
り

ま
す
。

口
口
口

無
縁
墓
地
の
改
葬

口
口
口

マ
墓
地
の
所
在
地

福
岡
県
浮
羽
郡
吉
井
町
字

水
月
二
二
七
番
地

マ
届
出
先

福
岡
県
浮
羽
郡
吉
井
町
字

水
月
二
こ
八
番
地
手
島
軍
治

マ
届
出
期
日

1
月

況

日
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|ねずみのいっせい駆除を !

大村市政だより

病院には被保険者証を

+寺って行きましょう

(4) 

ねずみの繁殖力はたいへんなもので、ひとつがいが1年後には 9，4

34匹になるといわれます。もちろんこれは完全に殖えた場合のこと

です。いずれにしても、ねずみはペスト病、赤痢、結核などの病原

菌をはこび、食中毒を起させるほか家だに類もまきちらし人畜に害

を与へます。

ねずみの種類も多いのですが、私たちは家ねずみに注意すれば衛生

上の害は受けなく てすみます。家ねずみ類には、 くまねずみ、どぶ

ねずみ、はつかねずみなどがあり 、いえねずみは家屋やその周囲に

住み、主に家の中に食糧を求めます。

ねずみは昔から「不寝見」と か「寝盗み」とか書くように、夜間行動す

る動物です。人の寝静ま ったころから行動し始め食糧をあせり 、物

をかじります。眼は暗くても見え るよ うにできています。ねずみは

大食漢で 1日に自分の体の四分のー以上を食べるかわりに、2日か

ら3日食べないでいると餓死します。そこでねずみを駆除するには

食べ物の管理を徹底的にすることが大切で、戸棚、物置、納屋、な

どの整理整頓を行ない、台所

のごみはそのつどふたのある

容器に入れ、ねずみの食べ物

をなくすることが大切です。

この環境的駆除を行なった後

被保険者証は大切なもので

す。お医者さんに持ってい

かなければ治療代を高く 取

られます。必らず被保険者

証を持って行きましょう。

いそいでい石場合や、やむ

を得ない場合で、被保険者

証を持っていかなかった時

は、必らず後で持って行き

ましょう。又お医者さんに

預けっぱな'しにせずいつで

も家族みんながわかる所に

保管 しましょう。急ぐとき

に便利です。被保険者証は

家庭の一員です。大切に し

ましょう O

に、 毒飼による駆除、ねずみ

取り器』こ l 
ーヘハー-"-ヘ守?守'\...""，，~.九.r~'~t.'、= "'，，.，，軍士守司吋'==百九円τ=-代 :.. .-....~"\，:，~""、ー~'、、=君、ハ』里_'V、"":""!"'!"'\\.ヘー士_.'\v'~

よる駆除 Jっ こミ 再を命に 己にに 三万で 学 を 緒 父 で与庵十(
〈 れ∞びつにはるo 医 入才 延塾の学方俊 、家 の 番 z長

を行なう iて g i審ぎよ三 22学りの元 長創び洪ー達専は 子地 ω 与長
と効果が i長さ命侍り 十 令を オ時 年 に 設 、庵 の 斉 代 と で 苓 専 与

i崎 に 医大代 )学ラ 、(な 者 福 の す も 々 し 大 ) 斉
あがりま 5のによと村藩二び ン 長 zつ の沢塾 L 十 大 て 村大は専

すo また J君主長ミ;;完詰え丈号言弓 E警交宅手 話tZZ五斉
ねずみの 1館数応たり照ひ才治ポ{玄 ) まを慶り大ののた長幸九

jに名こ が家公ろの元ンー習二 た つ 応 噴 阪 時 侍 。 与 町年
駆除は自 可 医を年 、業の時年ぺ所十 、い大学の祖医長中七

分の家- 1
4い 23日大究なた医帰し ダドをワン米年部なの令ん学

軒で行な jる宮 本 な 、 り時務朝 、、 イ 視 ν ブ国三のり精 ) さを
つで も、月 な 己 でる施 、初局後明'英ツ察シ ラに十 前 現 得 館 れ 学

t どの最貢設種代が文治園 、 しトン渡四身在 館 長てび
我 字初献等痘局置部六もオ 、シ ν り 才 で の は に 明 、

ら浸入し jがをにをにの長か省年 視 ラ 更な ス 、の あ 長 長就空 学
5国用 、 し偉研とれにに察ンにど ゴサ 時る崎崎任五生

ますので〕 。大医し年達
イ 〔 欝議題瀦灘醸感想醤藤 通認欝欝穣穣毅灘議官i蕊庶 忠 明 学 学 た ( 十 こ

町内一斉 1 喜 憲議欝機簿類醸議務総議懇護議I'fミミ治医校 05推

同なう 1 干瓢¥ ¥ご 竺j噛 議議議議臨吋四学とこ g せ

て 監事事塑ぞ:]機 辛子守 ，~，~:;:'>匂爾語審議 主語 家事E

監塾通義 雪深饗綴緩鱗 墓ら 十中 は
切でしょ〈 門家五騒 覚、 "、 議JJ欝錨 地れ五顧 衛 っ施し生

j 近 。 斉 難露盤畿護霊主主ζ孟孟乙ニニニ主公溢謀長ゑ~襲警 にた年門生た行た史
つ。 ~ く 現先 樋歯車醗議期標期開罵覇冨欝曹哩思里震怒鳴盤顎翠鱗 あ 。六 官 局 。さ 。上

る墓十等長切れまに
O 地五をの治たたそ a 

は 才経職二の医の{
東でてを十も師功ら
京な明辞四当免績 f
青く治し年 時許 の L
山 な 三 宮にで制 こ 「

'\.'，=-下、~".. :'\....r~....，.~~ ~.\.r""==-，， ，\..，一日、~'\!，-士九、~，¥， "-=-'''''---'V¥ .. ; .... ，，/v'-宮川-"""-=，，、一'\."'-=-v ~


